
干渉SARを用いた最適な水準測量の調査
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干渉SARは、人工衛星か
ら電波を送受信して、宇宙
から数ｃｍの精度で地表面
の変動を監視する技術であ
る。干渉SARでは、地表の
同じ場所に２回のSAR観測
を行う。１回目と２回目の
観測で得たデータを解析処
理し、算出した位相差を虹
色で表現することで地表の
変位を視覚的に見ることが
できる。
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地殻変動による距離の変化を色の
違いで視覚化した画像。
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（概算要求額 5,156千円）
【背景・目的】

【施策の概要】

【効 果】

◆平成18年１月に打ち上げられた陸域観測技術衛星「だいち」により、干渉SAR技術で定期的に地
盤変動等を面的に捉えることが可能となった。この干渉SAR技術を地盤沈下監視へ効果的に利用
するための調査検討を行う。

◆地盤地下の監視を面的に行える干渉SAR技術と線的ではあるが高精度の結果が得られる精密水
準測量による観測の双方の得意な部分を組み合わせて活用することで精密水準測量の観測量を
縮減する。

◆干渉SAR技術の活用で、全国で行われている地盤沈下調査作業の水準測量に関わる事業量の効
率化が図られる。




